
●鳥類
・鳥類は、今年度の投稿数トップであった前月を上回るの投稿がありました。前月に続
き、市内では秋から冬にかけてのみ見られる冬鳥が多数
投稿されています。

・特に水鳥については、ヒドリガモ、マガモ、オナガガモ、コガモ、ホシハジロなど、
市内の池沼で越冬する主要なカモ類が確認されたほか、主に小河川の水辺で越冬
するクイナやイソシギも投稿されました。

・その一方で、冬の小鳥類はシロハラ、ルリビタキ、ジョウビタキ、アオジのみという
結果となりました。今シーズン、関東地方全体で冬鳥の渡来数(※種数、個体数とも)が
極端に少ないことが話題となっており、投稿数の少なさからもその傾向が読み取れま
す。

●昆虫
普通に歩くだけでは簡単に昆虫に出会えない季節になりましたが隠れている越冬昆虫
を探すのは楽しいものです。トビナナフシは、成虫で越冬はしないものの、遅くまで
活動します。

●植物
オフシーズンということもあり、植物の投稿数は対象種のカラスウリおよび非対象種
のアオツヅラフジに留まりました。いずれもごく普通に見られる種類です。
アオツヅラフジの果実はいかにも美味しそうな見た目をしていますが有毒で、小鳥に
とっても決して美味しいものではないようです。見かけをブルーベリー等に似せて被
食を誘う戦略とみられますが、投稿された写真のように、冬場までたわわに実が残っ
たままの姿をよく見かけます。

●その他（調査対象外の生きもの）
クモ類のアダンソンハエトリ、貝類のミスジマイマイ が投稿されました。
いずれも普通に見られる種類です。気温が下がり、鳥類を除く多くの生きものは休眠
期に入り始めているため、投稿数も引き続き減少しています。
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【南大谷】 【根岸】

【下小山田】 【下小山田】 【高ヶ坂】

【木曽西】 【根岸】 【木曽西】

【南大谷】 【南大谷】 【南大谷】



【高ヶ坂】 【根岸】 【下小山田】

【南大谷】 【南大谷】 【森野】

【下小山田】 【根岸】 【木曽西】

【南大谷】 【高ヶ坂】 【森野】



【南成瀬】 【小山田桜台】 【根岸】

【下小山田】 【高ヶ坂】 【高ヶ坂】

【高ヶ坂】 【野津田】

【野津田】 【下小山田】 【高ヶ坂】



【大蔵】 【山崎】 【野津田】

【野津田】 【図師】 【野津田】

【薬師台】 【南大谷】 【南大谷】

【図師】 【下小山田】 【野津田】



【金井】 【図師】 【本町田】

【木曽東】 【野津田】 【図師】

【玉川学園】 【野津田】 【下小山田】

【山崎】 【山崎】 【下小山田】



【玉川学園】 【玉川学園】 【図師】

【大蔵】 【図師】 【大蔵】

【森野】 【森野】 【森野 6月撮影】
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